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閣
にも
立
ち跨
った
。台

北
滞
在
は
、日

台
間
の
新
しい
知
的
交
涜
の
場と
し
て、

ぎ
た
る
六
月
下
旬
に
台
北
で
聞
か
れ
る

「
ア
グ
ア・
オー
プ
ン・
フ
ォ
ー
ラム」

第一
回会
議
の打
ち
合
わ
せの
た
めで
あ

ったが
、
台
北
到
着早
に
興味
深
い
小

さ
なハ
プニ
ン
グ
に出
あ
った。

私が
台
の
「
中
間
台
北」
で
は
な
く

「
中
難
台

北
市内
のホ
テ
ル
に
指
さ
、
部屋
に入っ

北」
と
呼称
が
決ま
った

のは、五
月
四

た
途
端
に
旬結
のベ
ル
が
鳴
っ

てい
る

。
日か
ら北
京
で
聞
か
れ
るア
Y
ア
開
発
銀

受
話認をと
ると

、
それは

、私
のゼ
ミ
行（
八η
日）
の
総
会
に
邦腕
容・
財
政

ナ
lル
出
身
の
教
え
子
で

、現在、
日
本
邸nu
を閲
誌
と
す
る
代
表
団
を
派
泊
す
る

の
あ
る
新聞
社
の北
京
特
派
只
で
あ
る
A ．・
と
台湾
側が
発
表
したこと
に対
す
る
中

’ 

対
中 。
位
負
け。
外
交
や
め
よ

お
か
ら

の
句話
で
あ
った
が
、彼は

私
川

で
私
を探
してい
て
北
京か
ら台北へ
句

訴
したと
こ
ろ
、

そのま
まつ
な
が
った

の
で
あ
った
。

たま
たま
ブッ
シュ
米
大
統
筒訪
中前

後
で
あっ
た
の
で

、
米中
首脳
会
談
の
般

協や
反体制
学者・
方
励之

夫妥招
待割引

件
（プッ
シュ
大
統領
が
晩さ
ん
会
に招

待
し、中
国
当
局
に阻
止
さ
れた
事
件
〉

な
ど
にも
胞が
及
ん
だが

、北
京か．
皇
東

京
にか
か
る
包
括
にあ

りがちな
e

応
鵬

首e
ら
しい
雑
音
も入
ること
なく
、
適

時山
は
きわめ
て順
削
で
、
北
京と
台北
の

近
さ
を
改め
て偲
加
した
の
で
あ
った
。

d

A
AA
A

MV
V
V

国
側の鵠
歩
だと
も
伝
えられ
てい
る

。

三
不
政
策
を
基
に

弾性
外
交

い
ず
れ
に
せ
よ、
学按
創

休制卜
の
新
生

「
北
円以と
合
北
の
近
さ」
と
むえ
ば
、
台
湾
にお
け
る
ス
タ
l

の一
人
、
卯
女
史

き
た
る凶
月二
十
一
日か
ら
北京で
聞
か
の
公

式問中
は中
台
関係史上
き
わ
め
て

れ
る
ア
ジ
ア・
7ュ
ニ

ア体保選
手
術大
注
目
すべ
き出
来事
にな
る
だろ
う

。し

会
に台
湾チl
ム
が
「
中
部
台北」
の
名
か
し、こ
れ
ら一
迎
の
滋
肢
をも
っ

て
、

称
で
診加す
るこ
と
が
決ま
った。
従
来
台北
側の
い
わ
ゆ
る
ヨ
末
政
係」
（
中

国
当局と
は
俊
触
せず、交
渉
せず

、妥

協
しな
い）
が
崩
れ
、中

国
の台
湾
統一

戦
略が一
歩
前
進
す
るも
の
と
見
なす
の

は早
計
で
あ
る
ば
か
りか
、
割引
開店
を
ま
っ

た
く
見
誤
っ
て
い
る

。

台
湾が
その
社
会
的・
経
試制
的
先
制出を

話
機と
し
て国
際
社
会
で

虫
嬰な
役
削
を
演
じつ
つ

あ
ること
は
、
今
円
、
申告

飢
的な
mv
突と
し
てだれ」刊
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い
と
い
う長
期
的ビ
ジョ
ン

の
ゆ
えで
あ

る
。こ

の
ような
犯
容
さ
を
国
際
社会
は

注
視し
、ま
た
、巾
問側
も
問問倒
したも

の
と
思
わ
れ
る

。
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日本は依然硬直した対応

今
日

の
国
際
社
会
は
、

もは
や
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー

の
時代
で
は
な
く
、

国
家・
民
族

の
堕
を
超
え
て相
互
に
納
完
しあ
い

、依

存
しあ
い
な
が
ら

発
股
し
てゆ
か
ね
ばな

らな
い
時
代
に入
っ

てき
てい
る。
台
湾・

の
「
抑性
外交」
は
こ
うした
削

窓先

取
り
してい
ると
も
行
え
ようが
、中
国

を
め
ぐ
る
凶
際現
境
も
こ
の
潮
流
に逆
ら

う方
向
に位
閉山
し
てい
ると
は似
われ
な

今
後も中台関係は一歩一少と
温風

す
る
で
あろ
うし、と
く

に台
湾か
ら

の

投
資
は
中
国
側にと
っ

ては
子吋欠
のも

の
にな
っ

てゆ
く

で
あ
ろ
う

。

ひ
るが
え
っ

て、
わ
が
国
は
、一
九
七

二
年
の
H
中
国交
、uムハ
断
交
当
時
の
枠

組
み
だけ
で
今日
も中
国
を
め
ぐ
る凶
際

関係
に対
応
し
ようと
し
てお
り
、
依
然

と
し
て「
対巾
問e
位
負
けe
外
交」
を

く
りか
え
してい
る

。

こ
の
ような
般
的
した
対
応
で
は
、米

中
間以
近
、
米
ソ
俊近
、
中
ソ
岡山近
に次
い

で
、

今
度は
「中
台後
近」
に
よっ
て顕

を
制糊
さ
れ
ること
にもな
りか
ねな
い
で

は
な
い
か

。
（
な
か
じ
ま
・
み
ね
お）


